
別紙　算定条件（暫定試算）

株式会社伊吹　2026年10月　プレスリリース「人間1人とAIで相談サービスを開発」の補足資料

1. 比較の計算

人手開発モデル　2,712時間 × 時給3,000円 8,136,000円

人間の作業費　約630時間 × 時給3,000円 1,890,000円

AI・システム関連費の候補明細（2026年7月10日〜9月30日） 855,730円

暫定比較額（人間の作業費＋候補明細） 2,745,730円

計算　1 − 2,745,730円 ÷ 8,136,000円 約66％

計算は丸める前の値で行い、表示は813.6万円・274.6万円・約66％としています。

2. 時間単価の仮定

時給3,000円＝月給40万円 ÷ 月160時間 × 会社負担の諸費用1.20。比較のための仮定で、実際の給

与・統計平均・法定の保険料率を示すものではありません。人手開発側も、実際に人間が作業した側

も、同じ単価で計算しています。

3. 人手開発モデル（2,712時間）

2026年10月5日時点の実装範囲を16の作業に分け、既存の開発基盤・外部APIを使い、開発支援

AIなしで実装すると仮定した中位の工数です。

下位1,808時間・上位3,616時間。AIが作成した概算モデルで、実測や第三者による見積もりでは

ありません。

幅は信頼区間ではなく、同等の品質や工期を再現できるかは検証していません。

4. 人間の作業時間（約630時間）

2026年7月10日〜10月5日の作業記録に基づく概数です。AIへの指示、企画・判断・確認・承認を含

みます。工数モデルの対象範囲と一致するかは検証していません。

5. まだ確認できていないこと

人手開発モデル（8,136,000円）は人件費のみで、システム費・外部サービス費を含めていませ

ん。

855,730円はAI・システム関連費の候補明細で、Solvieの開発総費用ではありません。

10月1〜5日分、請求の対象期間、開発用とサービス提供用の区分、他業務との共用、税の扱い、

共通の外部サービス費は、まだそろえていません。



このため約66％はモデル上の試算で、実際に削減できた割合ではありません。仮定が変われば割合

も変わります。

6. 画像について

画像の人物・空間・画面はイメージです。画像2の「新しい事業と雇用」は目標で、採用の実績を示す

ものではありません。
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数字を引用される場合は「暫定試算」を添えてください。


